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1．はじめに

道路橋床版と橋台および床版遊間部には伸縮装置が設

けられている．これらの伸縮装置は荷重支持型や突き合

わせ型に分類 されており，装置のアンカー筋端部を既設1)

床版に挿入して設置している．アンカー筋の位置におい

て輪荷重は集中荷重として作用するものと考えられてい

る．また，アンカー筋を設ける位置の床版にはドリルで

孔を設けることから弱点となる可能性がある．そこで本

研究は，既往のアンカー筋を設けた荷重集中型伸縮装置

と新たに提案された設置面に鋼板を設け，既設床版に輪

荷重を分布させる荷重分布型伸縮装置 を設置した RC は2)

りの静荷重実験を行い，耐荷力性能および施工性の検証

を行い実用性を評価する．

2．供試体の寸法

(1)RCはり 供試体寸法は図－ 1(1)に示すように，高さ

200mm，幅 270mm，長さ 2,200mm（支間 2,000mm）のは

り部材とする．引張側の主筋にD16を 100mm間隔，配力

筋を 125mm 間隔で配置した．圧縮側は引張側の鉄筋量の

1/2とし，供試体名称をRC-Nとする．

(2)荷重集中型伸縮継手装置を設置した供試体 荷重

集中型伸縮継手装置を設置した供試体寸法を図－ 1(2)，

荷重集中型伸縮装置の形状および寸法を図－ 2(1)に示す．

既設 RC はりの寸法は供試体 RC-N の高さ 100mm とし，

その上に荷重集中型の伸縮装置を設置する．鉄筋配置は

単鉄筋配置であり供試体 RC-N の引張側の配置と同様と

する．伸縮装置の設置方法は格子状に組まれた縦筋の箇

所にφ 20mm，深さ 20mm の孔を開け，挿入させる構造

とした．ここで，供試体の名称を RC-J-Aとする．

(3)荷重分布型伸縮継手装置を設置した供試体 荷重

分布型伸縮継手装置を設置した供試体寸法を図－ 1(3)，

荷重分布型伸縮装置の形状および寸法を図－ 2(2)に示す．

既設 RC はりの寸法および鉄筋配値は供試体 RC-J-A と同

様である．既設 RCはりの 4角にアンカーボルトを設置し

コンクリート表面から高さ 10mm の位置で継手装置を固

定する．ここで，供試体の名称を RC-J-Bとする．

(1)供試体RC-N

(2)供試体RC-J-A

(3)供試体RC-J-B

図－1 供試体寸法

(1)荷重集中型伸縮装置 (2)荷重分布型伸縮装置

図－2 伸縮装置の寸法

表－1 材料特性値

3．使用材料

(1)RCはりおよび既設RCはり 供試体のコンクリートに

は，普通セメントと 5mm 以下の砕砂および最大寸法

20mmの砕石を用いる．コンクリートの設計基準強度は道

路示方書・同解説（以下，道示とする） に規定する3)

24N/mm を目標とする．実験時の圧縮強度は 36.3N/mm2 2

である．また，鉄筋には SD345，D16を用いる．ここで，

鉄筋の材料特性値を表－ 1に示す．

(2)伸縮装置 各伸縮装置の鋼板パラペットおよび荷重

分布板には SS400，厚さ 10mm の一般鋼板を用いた．ま
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既設RCはり D16（SD345） 360 496
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た，パラペットに SD345 D16 のジベル筋と D16 および

D13 の鉄筋を用いて立体ラーメン構造とし，各交差部等

は全て溶接合とする．ここで，鋼板および鉄筋の材料特

性値を表－ 1に併記する．

(3)流動性モルタル 供試体 RC-J-B の荷重分布鋼板と

既設 RC はりとの隙間 10mm には市販の流動性モルタル

を充填する．材齢 1時間，3時間での圧縮強度の平均はそ

れぞれ 7.7N/mm ，26.8N/mm である．2 2

(4)超速硬コンクリート 継手装置を設置後，供試体

RC-J-A は上面から 100mm，供試体 RC-J-B は鋼板厚と隙

間を除いた 80mm の範囲には，材齢 3 時間で道示に規定

する設計基準強度 24N/mm 以上を発現する超速硬コンク2

リートを用いる．材齢 3 時間での圧縮強度の平均は

25.4N/mm ，材齢 28日では 51.9N/mm である．2 2

4．伸縮装置の設置方法

(1)荷重集中型伸縮装置 既設 RC はり上面を研掃後，

穿孔した深さ 20mm の孔に縦筋の端部を挿入し，孔と鉄

筋の隙間に樹脂接着剤を充填して設置する．その後，超

速硬コンクリートを打ち込み，表面仕上げ後，養生する．

なお，設置から打設完了まで 180分程度であった．

(2)荷重分布型伸縮装置 既設RCはりの表面を研掃後，

荷重分布鋼板の端部 4カ所にアンカーボルトで固定する．

その後，鋼板に設けたφ 30mm の孔から流動性モルタル

を流し込み，順次充填する．次に，鋼板表面から 80mm

の高さに超速硬コンクリート打ち込み，表面仕上げ後，

養生する．設置から打設完了まで 90 分程度であり，大幅

に施工時間が短縮される．

5．静荷重実験

静荷重実験は，各供試体の支点方向，奥行き方向の中

央に 500mm×200mm の載荷版を設置し，1 点載荷により

行う．荷重載荷条件は 0kN から 20kN まで載荷し，その

後，荷重 5kN まで除荷し，残留値を計測する．これを 1

サイクルとして，1 サイクル毎の荷重増加を 20kN とする

漸増載荷を行う．計測は支間中央におけるたわみを計測

する．

6．実験結果および考察

(1)最大耐荷力 静荷重実験による最大耐荷力および破

壊モードを表－ 2 に示す．供試体 RC-N の最大耐荷力は

66.9kN であり，この供試体を基準に最大耐荷力を評価す

る．一方，供試体 RC-J-A，B の最大耐荷力はそれぞれ

100.5kN，140.4kN であり，供試体 RC-N の 1.50 倍，2.10

倍である．また供試体 RC-J-Bは供試体 RC-J-Aの 1.40倍

表－2 最大耐荷力および破壊モード

図－3 荷重とたわみの関係

であり，荷重分布鋼板を設けることで耐荷力性能は大幅

に向上する結果が得られた．なお，全ての供試体で破壊

モードは曲げ破壊であった．

(2)荷重とたわみの関係

各供試体の支間中央の荷重とたわみの関係を図－ 3

に示す．供試体 RC-N の荷重とたわみの関係は荷重

50.3kN まで線形的に増加している．最大荷重 66.9kN

時のたわみは 15.2mm である．次に，供試体 RC-J-A

の荷重とたわみの関係は，荷重 85.0kN 付近まで線形

的に増加している．その後の荷重増加によりたわみの

増加傾向が大きくなり，最大荷重 100.8kN でのたわみ

は 20.0mmである．また，供試体 RC-J-Bは，荷重 100kN

付近まで線形的に増加している．最大荷重 140.4kN に

増加後，たわみの増加が大きくなり，17.8mm で破壊

となった．

7．まとめ

(1)荷重分布型伸縮装置は荷重集中型伸縮装置と比較して

設置に要する時間を大幅に短縮可能な装置であり，施

工性に優れている．

(2)開発された伸縮装置は荷重分布板の効果により，耐荷

力が大幅に向上し，たわみの増加も抑制された．
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